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超伝導重力計・広帯域地震計との比較観測によるレーザー地震計の絶対校正精度の
評価

Accuracy of a laser seismometer evaluated from parallel observation with a superconduct-
ing gravimeter and a broadband seismometer
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地球自由振動などの長周期地震波の観測ではセンサー（上下動）として広帯域地震計や超伝導重力計が使われている。
これら地震観測網で使われるセンサーは均一な特性となるように振幅および位相の周波数特性が高い精度で校正されて
いる必要がある。
通常、広帯域地震計は工場で校正され、その値がそのまま使用される。超伝導重力計は設置後に絶対重力計により校

正される。一方、レーザー地震計は自分自身の持っているレーザー光源の波長そのものを基準に校正が可能である。
本研究では、レーザー地震計の自己校正の精度を評価するために、神岡地下サイトにおいて広帯域地震計や超伝導重

力計と比較観測した結果について報告する。レーザー地震計を使えば、既存観測網で観測中の広帯域地震計を現地で校
正することが可能となり、地震観測性能の向上につながる。


